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第
４
回
交
渉
で
会
社
側
は
、
ベ

ー
ス
ア
ッ
プ
実
施
の
考
え
を
示
す

も
、
そ
の
他
、
食
料
金
・
家
族
手

当
の
改
定
も
原
資
を
伴
う
要
求
で

あ
り
、総
合
的
に
判
断
し
た
い
と
、

前
回
同
様
の
考
え
方
に
固
執
し
、

論
議
は
平
行
線
を
た
ど
っ
た
。

　
組
合
は
「
近
年
続
く
物
価
上
昇

を
踏
ま
え
る
と
、
す
べ
て
の
組
合

要
求
の
改
善
は
必
要
で
あ
る
」
と

な
い
と
し
て
、
第
４
回
交
渉
を
中

断
、
小
委
員
会
を
開
催
し
、
断
続

的
か
つ
精
力
的
に
協
議
を
重
ね
た

結
果
、
一
定
の
整
理
が
図
ら
れ
た

こ
と
か
ら
、
小
委
員
会
を
打
ち
切

り
、
第
４
回
交
渉
を
再
開
し
た
。

　
結
果
、
会
社
側
か
ら
、
職
別

基
本
給
の
改
定
は
、
標
準
船
員

（
役
付
Ａ
35
歳
）
で
経
験
加
給
込

９
２
６
０
円（
ベ
ア
５
９
７
０
円
、

強
く
主
張
し
、
早
期
円
満
解
決
に

向
け
て
の
誠
意
あ
る
回
答
を
示
さ

な
い
会
社
側
に
、
前
進
し
た
回
答

を
示
す
よ
う
強
く
求
め
、
検
討
を

促
し
交
渉
を
中
断
し
た
。

　
交
渉
再
開
後
、
会
社
側
か
ら
形

式
に
と
ら
わ
れ
ず
協
議
を
行
い
た

い
と
の
申
し
出
が
あ
り
、
こ
れ
に

対
し
組
合
は
、
早
期
円
満
解
決
に

向
け
た
協
議
で
あ
れ
ば
吝
か
で
は

経
験
加
給
３
２
９
０
円
）
の
ア
ッ

プ
と
し
た
い
と
の
回
答
が
示
さ
れ

た
。

　
組
合
側
は
会
社
側
回
答
を
精
査

し
、
総
合
的
に
判
断
し
た
結
果
、

今
次
交
渉
に
お
け
る
誠
意
あ
る
回

答
と
判
断
し
、
そ
の
他
の
要
求
項

目
を
取
り
下
げ
、
３
月
29
日
に
妥

結
し
た
。

鋭意交渉を重ね３月29日に妥結鋭意交渉を重ね３月29日に妥結
　

令
和
６
年
度
の
中
・
四
国
旅
客
船
労
働
協
約
改
定
集
団
交
渉
は
、
３
月
１
日
に
第
１
回
交
渉
を
開
催
し
、
労
働
協
約
の
有
効
期

限
内
に
要
求
貫
徹
を
目
指
し
交
渉
を
重
ね
て
き
た
。
３
月
末
の
労
働
協
約
の
有
効
期
限
が
目
前
に
迫
る
中
、
解
決
に
向
け
た
小

委
員
会
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
粘
り
強
く
交
渉
を
重
ね
た
結
果
、
会
社
側
か
ら
「
職
別
基
本
給
改
定
は
標
準
船
員
で
経
験
加
給
込

９
２
６
０
円
＝
３
・
66
％
ア
ッ
プ
（
ベ
ア
５
９
７
０
円
、
経
験
加
給
３
２
９
０
円
）
と
し
た
い
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
費

用
を
会
社
負
担
と
す
る
」
と
の
回
答
が
あ
り
、
組
合
は
こ
の
回
答
を
精
査
し
た
結
果
、
会
社
側
の
精
一
杯
の
回
答
で
あ
る
と
判
断

し
、
３
月
29
日
に
妥
結
し
た
。

標
準
船
員・標
令
加
算
込
９
２
６
０
円
アッ
プ

令和６年度  中・四国旅客船労働協約改定集団交渉令和６年度  中・四国旅客船労働協約改定集団交渉海員海員
春闘春闘

中・四国旅客船加盟会社中・四国旅客船加盟会社（集団交渉の７社）（集団交渉の７社）

隠岐汽船株式会社 内海フェリー株式会社
瀬戸内海汽船株式会社 大三島フェリー株式会社
土生商船株式会社 小豆島フェリー株式会社
山陽商船株式会社

左から日浦徹治交渉委員長（会社側）と除補修交渉委員長（組合側）

　
全
日
本
海
員
組
合
本
部
会
館

は
、
神
戸
に
あ
っ
た
本
部
会
館
を

東
京
へ
移
転
す
る
こ
と
を
決
定
し

て
１
９
６
４
年
に
東
京
都
港
区
六

本
木
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
設
計

は
建
築
家
・
大
髙
正
人
氏
率
い
る

大
髙
建
築
設
計
事
務
所
で
、
竣
工

当
時
は
複
数
の
代
表
的
な
建
築
雑

誌
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
大
き
な

注
目
を
集
め
ま
し
た
。

　
竣
工
か
ら
40
年
余
り
経
過
し

た
２
０
０
７
年
よ
り
、
老
朽
化
や

周
辺
開
発
の
状
況
な
ど
を
踏
ま
え

て
、
本
部
会
館
に
関
す
る
検
討
委

員
会
が
発
足
し
、
建
て
替
え
か
改

修
か
の
論
議
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
２
０
１
６
年
に
は
文
化

庁
運
営
の
国
立
近
現
代
建
築
資
料

館
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
取
り
上
げ

ら
れ
、
２
０
１
７
年
に
は
国
際
学

術
組
織
で
あ
る
ド
コ
モ
モ
・
ジ
ャ

パ
ン
か
ら
「
日
本
に
お
け
る
モ
ダ

ン
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
建
築
」
の

代
表
的
作
品
に
選
定
さ
れ
る
な

ど
、
再
び
建
築
業
界
で
注
目
さ

れ
、
組
合
と
し
て
も
諸
先
輩
方
の

辿
っ
た
歴
史
的
背
景
を
重
ん
じ
、

改
修
し
て
建
物
を
維
持
存
続
す
る

方
向
で
検
討
を
進
め
ま
し
た
。

　
大
髙
事
務
所
出
身
で
あ
る
野
沢

正
光
氏
（
野
沢
正
光
建
築
工
房
）

お
よ
び
本
部
会
館
の
構
造
設
計
者

で
あ
っ
た
青
木
繁
氏
の
事
務
所
出

身
で
あ
る
山
辺
豊
彦
氏
（
山
辺
構

造
設
計
事
務
所
）
に
よ
り
、
耐
震

性
能
と
長
期
的
使
用
に
問
題
が
な

い
と
の
検
証
結
果
が
示
さ
れ
、
そ

れ
に
基
づ
い
た
保
存
改
修
計
画
を

２
０
２
２
年
の
第
83
回
定
期
全
国

大
会
で
決
定
し
、
２
０
２
３
年
１

月
か
ら
大
規
模
改
修
工
事
に
着
工

し
ま
し
た
。
工
期
は
１
年
11
か
月

で
２
０
２
４
年
11
月
に
竣
工
予
定

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

改修工事中の改修工事中の
本部会館本部会館の工事写真をの工事写真を
海員組合ホームページに掲載海員組合ホームページに掲載

トップページのバナーから閲覧できます
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当該海域への当該海域への
当面の就航見合わせを確認当面の就航見合わせを確認

日本船主協会外航労務部会との日本船主協会外航労務部会との
協議会（安全）を開催協議会（安全）を開催

九州関門
地方支部
＝発信

全国発信記事全国発信記事

各地区各地区
対話集会を開催対話集会を開催

新潟支部
＝発信

全国発信記事全国発信記事新潟地区新潟地区
対話集会を開催対話集会を開催
春闘交渉の進捗を共通認識春闘交渉の進捗を共通認識

大阪支部
＝発信

全国発信記事全国発信記事大阪地区大阪地区
闘争委員会を開催闘争委員会を開催
一丸となり春闘交渉に臨む一丸となり春闘交渉に臨む

　
３
月
25
日
、
新
潟
支
部
で
地
区

対
話
集
会
を
開
催
し
、
職
場
委
員

と
現
場
組
合
員
代
表
の
７
人
が
出

席
し
た
。
執
行
部
か
ら
は
、
中
央

交
渉
の
進
捗
状
況
や
新
潟
支
部
が

担
当
す
る
各
社
の
労
働
協
約
改
定

交
渉
の
経
過
に
つ
い
て
説
明
を
行

い
、
出
席
者
か
ら
は
▽
日
本
カ
ー

フ
ェ
リ
ー
中
央
交
渉
の
満
額
回
答

は
う
れ
し
い
▽
全
国
の
タ
グ
ボ
ー

ト
会
社
の
労
働
協
約
改
定
交
渉
の

進
捗
と
ベ
ア
水
準
に
つ
い
て
ー
な

ど
質
問
・
意
見
が
あ
り
、
執
行
部

か
ら
説
明
し
理
解
を
深
め
た
。

　
ま
た
、
新
潟
地
区
闘
争
委
員
会

の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
関
係
組
合

員
と
連
携
し
組
合
員
と
の
共
通
認

識
を
図
り
つ
つ
交
渉
を
進
め
て
い

く
方
針
を
確
認
し
た
。

　
最
後
に
４
月
27
日
に
開
催
さ
れ

る
第
95
回
新
潟
県
中
央
メ
ー
デ
ー

へ
の
積
極
的
な
参
加
を
呼
び
掛

け
、
地
区
対
話
集
会
を
終
え
た
。

　
３
月
18
日
、
大
阪
支
部
２
階
会

議
室
で
令
和
６
年
度
第
１
回
大
阪

地
区
闘
争
委
員
会
を
開
催
し
た
。

　
は
じ
め
に
佐
藤
宗
昭
大
阪
支
部

長
か
ら
「
今
年
の
春
闘
は
報
道
に

も
あ
る
通
り
、
我
々
に
追
風
が
吹

い
て
い
る
な
か
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。

物
価
上
昇
に
負
け
な
い
賃
金
、
そ

し
て
海
運
業
界
の
魅
力
を
向
上
さ

せ
、
後
継
者
確
保
・
育
成
に
つ
な

が
る
よ
う
交
渉
に
臨
ん
で
い
る
。

皆
さ
ん
の
忌
憚
の
な
い
意
見
を
お

願
い
し
た
い
」
と
の
あ
い
さ
つ
が

あ
り
、
組
合
員
か
ら
は
▽
日
本
カ

ー
フ
ェ
リ
ー
労
務
協
会
の
満
額
妥

結
に
感
謝
す
る
▽
個
別
要
求
事
項

に
関
す
る
交
渉
の
進
め
方
に
つ
い

て
▽
他
地
区
の
交
渉
状
況
―
な
ど

の
質
問
・
意
見
が
あ
り
、
執
行
部

か
ら
説
明
し
理
解
を
深
め
、
組
合

員
と
執
行
部
が
一
丸
と
な
り
、
交

渉
に
臨
む
こ
と
を
確
認
し
地
区
闘

争
委
員
会
を
終
了
し
た
。

　
３
月
18
日
、
19
日
の
２
日
間
、

福
岡
地
区
と
大
分
地
区
、
北
九
州

・
下
関
地
区
の
３
地
区
そ
れ
ぞ
れ

の
地
区
対
話
集
会
を
開
催
し
た
。

　
対
話
集
会
で
は
、
執
行
部
か
ら

春
闘
中
央
交
渉
の
進
捗
状
況
と
、

九
州
関
門
地
方
支
部
が
担
当
す
る

各
社
の
春
闘
進
捗
状
況
を
説
明
し

た
。
出
席
者
か
ら
は
▽
中
央
に
お

け
る
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
率
に
つ
い
て

▽
他
船
団
の
食
料
金
改
定
状
況
に

つ
い
て
▽
Ｃ
Ｆ
中
央
交
渉
に
お
け

る
組
合
要
求
通
り
の
妥
結
結
果
に

大
変
感
謝
し
て
い
る
▽
ベ
ー
ス
ア

ッ
プ
、
年
間
臨
時
手
当
を
さ
ら
に

引
き
上
げ
ら
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て

も
ら
い
た
い
▽
個
別
要
求
事
項
で

あ
る
船
内
衛
生
作
業
手
当
を
少
し

で
も
改
善
が
図
れ
る
よ
う
交
渉
を

頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
▽
陸
上

産
業
の
大
手
企
業
や
海
運
業
界
の

船
団
に
お
い
て
も
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

満
額
回
答
が
な
さ
れ
て
い
る
状
況

下
、
大
手
企
業
と
の
賃
金
格
差
が

広
が
ら
な
い
よ
う
改
善
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
た
め
、
満
額
回
答
を

勝
ち
取
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
た

だ
き
た
い
―
な
ど
の
質
問
・
意
見

が
あ
り
、
執
行
部
か
ら
丁
寧
に
説

明
し
、
理
解
を
深
め
た
。

　
各
地
区
各
部
門
と
も
に
、
物
価

高
を
受
け
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
や
各
諸

手
当
の
改
善
に
向
け
た
組
合
員
の

期
待
は
高
く
、
労
働
協
約
改
定
闘

争
で
は
、
労
働
条
件
の
改
善
に
向

け
一
歩
で
も
前
進
で
き
る
よ
う
組

合
員
と
の
団
結
を
確
認
し
、
対
話

集
会
を
終
了
し
た
。

福岡地区福岡地区福岡地区

北九州・下関地区北九州・下関地区北九州・下関地区

大分地区大分地区大分地区大分地区大分地区大分地区大分地区大分地区大分地区

　
そ
の
後
、
３
月
６
日
に
イ
エ
メ

ン
の
親
イ
ラ
ン
武
装
組
織
フ
ー
シ

派
が
、
紅
海
で
商
船
に
ミ
サ
イ
ル

攻
撃
を
行
い
、
襲
撃
さ
れ
た
商
船

に
乗
り
組
む
船
員
３
名
が
亡
く
な

る
と
い
う
痛
ま
し
い
事
件
が
発
生

し
た
。
こ
の
事
件
を
受
け
、
国
際

労
使
は
早
急
に
当
該
海
域
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
協
議
の
う
え
、
ア

デ
ン
湾
全
域
を
含
む
紅
海
南
部
の

Ｈ
Ｒ
Ａ
設
定
を
Ｗ
Ｏ
Ａ
に
格
上
げ

す
る
内
容
に
合
意
し
て
い
た
。

　
全
日
本
海
員
組
合
は
３
月
６
日

に
発
生
し
た
当
該
事
件
を
重
く
受

け
止
め
、
４
月
２
日
に
開
催
し
た

協
議
会
（
安
全
）
に
お
い
て
、
Ｈ

Ｒ
Ａ
か
ら
Ｗ
Ｏ
Ａ
へ
の
変
更
を
確

認
し
た
う
え
で
、
当
面
の
間
、
当

該
海
域
へ
の
関
係
船
舶
の
就
航
を

見
合
わ
せ
る
こ
と
を
要
請
し
た
。

　
日
本
船
主
協
会
外
航
労
務
部
会

は
、
現
状
と
し
て
当
該
海
域
に
就

航
し
て
い
る
船
舶
は
い
な
い
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、
組
合

と
同
様
に
当
該
海
域
の
緊
迫
し
た

状
況
を
重
く
見
て
お
り
、
組
合
要

望
の
当
面
の
就
航
見
合
わ
せ
の
方

向
性
に
つ
い
て
了
解
す
る
と
し

て
、
関
係
船
舶
の
当
面
の
就
航
見

合
わ
せ
に
合
意
し
た
。

　
引
き
続
き
、
外
航
海
運
労
使
は

船
舶
と
船
員
の
安
全
を
最
優
先
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
共
通
認

識
の
下
、
官
労
使
の
緊
急
連
絡
体

制
を
維
持
し
、
常
に
情
報
共
有
を

行
い
つ
つ
、
当
該
海
域
に
情
勢
変

化
等
が
あ
っ
た
場
合
に
は
直
ち
に

協
議
会
を
開
催
し
て
協
議
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

　
全
日
本
海
員
組
合
と
日
本
船
主

協
会
外
航
労
務
部
会
は
、
４
月
２

日
に
協
議
会
（
安
全
）を
開
催
し
、

民
間
商
船
へ
の
被
害
が
深
刻
化
し

て
い
る
紅
海
南
部
に
設
定
さ
れ
て

い
るHigh Risk Area

を
新

た
に
軍
事
行
動
区
域
（W

arlike 
Operations Area

：
Ｗ
Ｏ
Ａ
）

に
格
上
げ
す
る
と
と
も
に
、
関
係

船
舶
の
当
面
の
就
航
見
合
わ
せ
に

つ
い
て
合
意
し
た
。

　
当
該
海
域
に
つ
い
て
は
、
２
月

21
日
に
開
催
し
た
協
議
会
（
安

全
）
に
て
Ｉ
Ｂ
Ｆ
中
央
合
意
内
容

を
踏
襲
し
、High Risk Area

（
Ｈ
Ｒ
Ａ
）
の
設
定
の
見
直
し
に

つ
い
て
、
指
定
範
囲
を
、
海
上
安

全
輸
送
回
廊
（
Ｍ
Ｓ
Ｔ
Ｃ
）
を
含

む
バ
ブ
・
エ
ル
・
マ
ン
デ
ブ
海
峡

と
ア
デ
ン
湾
を
包
含
す
る
海
域
に

拡
大
し
、
船
員
の
就
航
拒
否
権
を

認
め
る
内
容
で
確
認
し
て
い
た
。

紅海南部・紅海南部・
アデン湾全域をアデン湾全域を
軍事行動区域に軍事行動区域に

指定指定



（3）　　2024年（令和６年）４月15日 第 3051 号（第３種郵便物認可）

九州関門
地方支部
＝発信

全国発信記事全国発信記事

海運・船員の政策諸課題など海運・船員の政策諸課題など

対応求めて申し入れ対応求めて申し入れ

あ
り
、
そ
の
維
持
に
向
け
た
取
り

組
み
や
、
フ
ェ
リ
ー
・
旅
客
船
事

業
者
へ
は
港
湾
使
用
料
の
減
免
な

ど
、で
き
る
こ
と
を
検
討
し
た
い
。

福
岡
県

１
月
23
日

ご
対
応
＝
大
曲
昭
恵
副
知
事

　
県
立
水
産
高
等
学
校
の
生
徒
が

表
敬
訪
問
に
来
た
こ
と
も
あ
り
、

水
産
高
校
の
重
要
性
は
理
解
し
て

い
る
。
県
唯
一
の
船
員
養
成
教
育

機
関
で
あ
る
水
産
高
校
の
維
持
・

存
続
や
、
そ
の
他
の
諸
課
題
に
お

い
て
も
、
県
と
し
て
協
力
で
き
る

こ
と
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

福
岡
市

１
月
23
日

ご
対
応
＝
宮
川
文
明
港
湾
空
港
局

総
務
部
長

　
博
多
港
と
離
島
航
路
、
韓
国
を

結
ぶ
フ
ェ
リ
ー
・
旅
客
船
に
対
す

　
申
し
入
れ
に
は
組
合
政
治
参
与

の
福
崎
智
幸
大
分
県
議
会
議
員
・

山
田
ゆ
み
こ
福
岡
市
議
会
議
員
・

奥
村
直
樹
北
九
州
市
議
会
議
員
、

ま
た
坪
田
晋
福
岡
県
議
会
議
員
に

も
同
席
い
た
だ
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
自
治
体
に
は
、
地
域
別
に
抱
え

る
課
題
、
海
運
・
船
員
の
政
策
諸

課
題
に
つ
い
て
、
重
点
的
に
対
応

を
要
望
し
た
。
各
自
治
体
の
対
応

は
次
の
通
り
。

大
分
県

１
月
19
日

ご
対
応
＝
後
藤
孝
一
郎
企
画
振
興

部
交
通
政
策
課
参
事

　
九
州
東
側
の
玄
関
口
で
あ
る
県

に
と
っ
て
、
人
流
・
物
流
を
支
え

る
フ
ェ
リ
ー
は
重
要
と
認
識
し
て

い
る
。
船
員
後
継
者
確
保
に
は

船
員
養
成
教
育
機
関
が
必
要
で

る
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
な
ど
の
支
援

や
、
博
多
港
に
停
泊
す
る
船
舶
の

陸
電
設
備
の
設
置
、
港
内
の
ゴ
ミ

回
収
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
市
と
し
て

で
き
る
こ
と
を
検
討
し
た
い
。

北
九
州
市

１
月
29
日

ご
対
応
＝
佐
溝
圭
太
郎
港
湾
空
港

局
長

　
北
九
州
港
は
、
本
州
と
九
州
を

結
ぶ
西
日
本
最
大
の
人
流
・
物
流

拠
点
。
そ
の
重
要
性
を
認
識
し
、

北
九
州
を
拠
点
と
す
る
フ
ェ
リ
ー

各
社
へ
は
、
港
湾
使
用
料
の
減
免

や
、
コ
ロ
ナ
禍
で
厳
し
い
経
営
環

境
が
続
く
時
の
支
援
措
置
な
ど
、

可
能
な
限
り
対
応
し
て
い
る
。

　
市
の
活
性
化
の
た
め
に
も
、
フ

ェ
リ
ー
・
旅
客
船
事
業
者
に
対
す

る
港
湾
使
用
料
の
減
免
な
ど
、
可

能
な
限
り
対
応
し
た
い
。

　
ま
た
他
の
政
策
課
題
に
対
し
て

も
、
関
係
部
署
と
連
携
し
、
協
力

で
き
る
こ
と
を
検
討
し
た
い
。

宇
部
市

１
月
31
日

ご
対
応
＝
藤
井
伸
広
報
広
聴
課
長

　
港
湾
管
理
は
県
の
管
轄
。
港
湾

使
用
料
の
減
免
は
対
応
で
き
な
い

が
、
船
員
税
制
や
そ
の
他
支
援
で

き
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
市
長
を

含
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

下
関
市

１
月
29
日

ご
対
応
＝
前
田
晋
太
郎
市
長

　
捕
鯨
母
船
「
日
新
丸
」
の
引
退

セ
レ
モ
ニ
ー
を
市
で
行
い
、
下
関

港
を
船
籍
と
す
る
「
関
鯨
丸
」
が

新
た
に
就
航
す
る
こ
と
に
な
り
、

市
と
し
て
も
「
く
じ
ら
の
街
」
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
。

　
韓
国
と
下
関
を
結
ぶ
国
際
定
期

航
路
の
維
持
、
船
員
養
成
教
育
機

関
で
あ
る
山
口
県
立
大
津
緑
洋
高

等
学
校
の
維
持
に
向
け
、
取
り
組

み
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
九
州
関
門
地
方
支
部
は
、
全
国
海
友
婦
人
会
の
奥
川
瑠
美
子
大
分
支
部
長
や
関
係
職
場
委
員
と

共
に
申
し
入
れ
を
行
っ
た
。
申
し
入
れ
は
全
国
海
友
婦
人
会
北
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
長
と
連
名
で
、
大

分
県
・
福
岡
県
・
福
岡
市
・
北
九
州
市
・
宇
部
市
・
下
関
市
へ
、
第
84
回
定
期
全
国
大
会
決
定
事

項
に
基
づ
き
、
海
運
・
船
員
の
政
策
諸
課
題
の
ほ
か
、
地
域
課
題
へ
施
策
を
求
め
た
。

福岡県福岡県福岡県

北九州市北九州市北九州市

宇部市宇部市宇部市

下関市下関市下関市

左から大曲昭恵副知事、漢那太作九州関門地方支部長、坪田晋福岡県議会議員

左から奥村直樹北九州市議会議員（組合政治参与）、中神風太名門大洋フェリー職場委員、
漢那太作九州関門地方支部長、佐溝圭太郎港湾空港局長

左から藤井伸広報広聴課長、漢那太作九州関門地方支部長、
水本進一宇部興産海運株式会社職場委員

左から中神風太名門大洋フェリー職場委員、漢那太作九州関門地方支部長、
前田晋太郎市長

　
２
０
２
４
年
４
月
15
日

中
央
選
挙
委
員
会　
議
長　
　
　
齋
藤　
洋

第
39
期
全
国
委
員
の
資
格
喪
失
告
示

　
一
、
次
の
者
は
、
規
約
第
47
条
Ａ
項
８
号
に
よ
り
、
全
国
委

員
資
格
を
喪
失
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　
《
企
業
区
・
企
業
単
位
》

　
０
３
３　
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
オ
ー
シ
ャ
ン

吉
瀧　
宏
貴

第
39
期
全
国
委
員
・
補
充
選
挙
の
告
示

　
規
約
第
45
条
お
よ
び
全
国
委
員
選
挙
規
則
第
25
条
に
基
づ
き
、

第
39
期
全
国
委
員
補
充
選
挙
の
実
施
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
告

示
す
る
。

　
一
、
補
充
選
挙
を
行
う
選
挙
単
位
と
補
充
定
員

　
《
選
挙
単
位
コ
ー
ド
・
単
位
名
》

　
企
業
単
位　
０
３
３　
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
オ
ー
シ
ャ
ン

１
名

　
二
、
補
充
選
挙
の
実
施
日
程

　
立
候
補
届
出
期
間　
　
　
２
０
２
４
年
４
月
15
日
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
２
４
年
４
月
24
日
ま
で

　
候
補
者
告
示　
　
　
　
　
２
０
２
４
年
４
月
25
日

　
投
票
期
間　
　
　
　
　
　
２
０
２
４
年
４
月
25
日
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
２
４
年
５
月
24
日
ま
で

　
当
選
人
告
示　
　
　
　
　
２
０
２
４
年
５
月
25
日
（
予
定
）

　
三
、
補
充
選
挙
の
被
選
挙
人

　
（
１
）
企
業
区

　
全
国
委
員
選
挙
規
則
第
25
条
Ｂ
項
に
よ
り
、
補
充
選
挙
告
示

日
に
補
充
選
挙
を
行
う
企
業
単
位
に
所
属
す
る
完
全
資
格
組
合

員
と
す
る
。

　
四
、
立
候
補
の
届
け
出

　
立
候
補
を
す
る
者
は
、
全
国
委
員
選
挙
規
則
付
表
の
一
に
定

め
る
様
式
に
基
づ
く
立
候
補
届
を
担
当
地
区
選
挙
委
員
会
へ
提

出
す
る
こ
と
。

　
五
、
補
充
選
挙
の
実
施
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

中
央
選
挙
委
員
会
事
務
局
（
総
務
部
）

以　
上

福岡市福岡市福岡市

左から宮川文明港湾空港局総務部長、漢那太作九州関門地方支部長、
山田ゆみこ福岡市議会議員（組合政治参与）
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鹿児島
支部
＝発信

全国発信記事全国発信記事

海運・船員の政策諸課題へ海運・船員の政策諸課題へ

対応求めて対応求めて申し入れ申し入れ

航路維持・活性化などに向け航路維持・活性化などに向け

各自治体へ対応要請各自治体へ対応要請

時
の
対
応
と
は
言
い
が
た
く
、
事

業
者
へ
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
た

め
、内
容
を
精
査
し
て
い
き
た
い
。

　
耐
震
岸
壁
化
に
つ
い
て
は
、
震

災
時
な
ど
に
お
け
る
海
上
輸
送
の

必
要
性
か
ら
、
岸
壁
の
実
状
な
ど

を
調
査
し
て
検
討
し
た
い
。

鳥
羽
市

１
月
29
日

ご
対
応
＝
中
村
欣
一
郎
市
長

　
市
営
渡
船
の
運
航
を
通
じ
て
、

建
造
費
の
倍
増
や
島
民
の
減
少
な

ど
、
旅
客
船
の
厳
し
い
運
航
状
況

は
理
解
し
て
い
る
。
今
年
は
伊
勢

湾
フ
ェ
リ
ー
60
周
年
、
市
70
周
年

に
当
た
り
、
Ｐ
Ｒ
や
イ
ベ
ン
ト
な

ど
、
フ
ェ
リ
ー
や
観
光
業
の
一
助

と
な
る
こ
と
を
検
討
し
た
い
。

志
摩
市

２
月
21
日

ご
対
応
＝
橋
爪
政
吉
市
長

　
若
年
者
で
も
高
給
が
期
待
で
き

る
内
航
船
の
船
員
不
足
が
顕
著
な

状
態
で
あ
る
中
、
創
立
１
２
０
年

を
超
え
る
三
重
県
立
水
産
高
等
学

校
が
、
今
後
も
海
事
産
業
を
支
え

ら
れ
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
間
崎
・
和
具
の
離
島
航
路
は
重

要
な
海
上
交
通
。
補
助
や
港
湾
対

策
を
行
う
た
め
、
半
島
振
興
法
の

改
定
な
ど
を
上
申
し
た
い
。

　
名
古
屋
支
部
は
関
係
自
治
体

へ
、
第
84
回
定
期
全
国
大
会
決
定

事
項
に
基
づ
く
申
し
入
れ
と
、
旅

客
船
の
維
持
・
活
性
化
に
向
け
た

申
し
入
れ
を
、
東
海
北
陸
旅
客
船

協
会
、
全
国
海
友
婦
人
会
伊
勢
湾

支
部
と
合
同
で
実
施
し
た
。
田
中

智
也
三
重
県
議
会
議
員
、
坂
倉
広

子
鳥
羽
市
議
会
議
員
、
中
川
康
洋

衆
議
院
議
員
の
石
井
隆
秘
書
に
も

尽
力
い
た
だ
い
た
。
各
自
治
体
の

対
応
は
次
の
通
り
。

三
重
県

２
月
31
日

ご
対
応
＝
廣
田
恵
子
副
知
事

　
船
員
の
住
民
税
減
免
は
各
自
治

体
主
管
で
あ
り
、
問
い
合
わ
せ
が

あ
れ
ば
対
応
し
た
い
。

　
水
産
高
校
に
お
い
て
は
、
水
産

業
や
海
事
関
係
者
の
育
成
に
向

け
、
定
員
維
持
に
努
め
て
ま
い
り

た
い
。

　
離
島
航
路
の
事
業
収
支
に
基

づ
い
た
補
助
制
度
は
、
航
路
損
失

左から志摩マリンレジャー株式会社の矢尾弘取締役社長、伊勢湾フェリー株式会社の宮脇幸次
代表取締役社長、山原始名古屋支部長、廣田恵子副知事、田中智也三重県議会議員

左から竹内勝士マルエーフェリー株式会社職場委員、二神健太鹿児島支部長、
重黒木清総合政策部長、佐野晃浩総合交通課長、横田雅人高校教育課産業教育担当指導主事

左から坂倉広子鳥羽市議会議員、全国海友婦人会伊勢湾支部の高島知里支部長、
宮脇幸次伊勢湾フェリー社長、山原始名古屋支部長、中村欣一郎市長

左から二神健太鹿児島支部長、漢那太作九州関門地方支部長、下鶴隆央市長、
竹内勝士マルエーフェリー職場委員、今村映子全国海友婦人会南九州ブロック長、

福司山宣介鹿児島県議会議員（組合政治参与）

左から全国海友婦人会南九州ブロックの今村映子ブロック長、二神健太鹿児島支部長、
塩田康一知事、漢那太作九州関門地方支部長、

竹内勝士マルエーフェリー職場委員、福司山宣介鹿児島県議会議員（組合政治参与）

左から矢尾弘志摩マリンレジャー社長、山原始名古屋支部長、橋爪政吉市長

東海北陸旅客船協会
全国海友婦人会伊勢湾支部と

合同で申し入れ

　
鹿
児
島
支
部
は
１
月
24
日
に
宮

崎
県
、
２
月
２
日
に
鹿
児
島
県
・

鹿
児
島
市
へ
、
第
84
回
定
期
全
国

大
会
決
定
事
項
に
基
づ
く
申
し
入

れ
を
、
全
国
海
友
婦
人
会
南
九
州

ブ
ロ
ッ
ク
と
連
名
で
行
っ
た
。

　
宮
崎
県
へ
は
、
県
内
各
漁
協
に

多
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
外
国

人
技
能
実
習
生
や
特
定
技
能
外
国

人
の
権
利
擁
護
を
主
眼
に
置
き
、

は
じ
め
て
申
し
入
れ
を
行
い
、
重

黒
木
清
総
合
政
策
部
長
に
ご
対
応

い
た
だ
い
た
。

　
鹿
児
島
県
・
鹿
児
島
市
へ
は
、

福
司
山
宣
介
鹿
児
島
県
議
会
議
員

（
組
合
政
治
参
与
）
同
席
の
も
と
、

漢
那
太
作
九
州
関
門
地
方
支
部
長

ほ
か
執
行
部
２
人
、
全
国
海
友
婦

人
会
の
小
原
文
子
副
会
長
・
今
村

映
子
南
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
長
、
マ
ル

エ
ー
フ
ェ
リ
ー
株
式
会
社
の
竹
内

勝
士
職
場
委
員
が
申
し
入
れ
を
行

っ
た
。
鹿
児
島
県
で
は
塩
田
康
一

知
事
、
鹿
児
島
市
で
は
下
鶴
隆
央

市
長
に
対
応
い
た
だ
い
た
。

主
な
申
し
入
れ
内
容

▽
コ
ロ
ナ
や
過
疎
化
か
ら
利
用
者

の
減
少
や
燃
料
油
高
な
ど
の
影
響

を
受
け
て
い
る
事
業
者
に
対
す
る

支
援
策

▽
船
員
の
確
保
・
育
成
の
推
進

▽
鹿
児
島
水
産
高
等
学
校
に
お
け

る
本
科
生
・
専
攻
科
生
の
定
員
拡

大
お
よ
び
維
持
・
存
続

▽
船
員
の
住
民
税
減
免

▽
フ
ェ
リ
ー
・
旅
客
船
の
維
持
・

存
続
に
向
け
た
実
効
あ
る
支
援
策

▽
日
本
人
漁
船
員
の
後
継
者
確
保

・
育
成
対
策

▽
外
国
人
漁
船
員
・
外
国
人
技
能

実
習
生
の
権
利
擁
護

　
鹿
児
島
支
部
は
海
運
・
船
員
の

政
策
諸
課
題
へ
、
対
応
を
強
く
求

め
た
。
支
部
は
こ
れ
か
ら
も
、
活

動
方
針
の
具
現
化
に
向
け
て
活
動

し
て
い
く
。

鳥羽市鳥羽市鳥羽市

鹿児島県鹿児島県鹿児島県

鹿児島市鹿児島市鹿児島市

志摩市志摩市志摩市

三重県三重県三重県

宮崎県宮崎県宮崎県

名古屋
支部
＝発信

全国発信記事全国発信記事
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